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概要：本研究では, GPT-4 に対して音楽理論を用いたプロンプトを与えてメロディ生成が可能かどうか
を検討する. GPT-4を用いたメロディ生成は一部において試行されているものの, 音楽理論で用いられる
様々な用語をプロンプトとして利用できるかについては, 十分な検証は行われていない. 本発表では, ジャ
ズにおけるメロディ生成に着目し, スケール, コード進行, コードスケールを表すプロンプトを GPT-4に
与え, 当該音楽理論を守ったメロディが生成されるかどうかを評価した.コード進行, スケールの構成音を
明示した場合には十分な結果を得る事ができたが, 構成音を間接的に指示した場合, 十分な結果は得られな
かった. また, コードスケールに関しても, コードから正しいスケールを選び, 指示通りの結果を得る事は
できなかった.

1. はじめに
作曲は, 知的な創作行為であるため, 誰でも簡単にできる

ものではない. そのため, たとえば自作の歌詞にメロディ
をつけたいというような場面があったとしても, 実際にメ
ロディを作成するには, 音楽理論を学び, メロディ作成のノ
ウハウを身に着ける必要がある. そのことから,音楽は多
くの人が触れている娯楽であるにもかかわらず, 作曲とい
う形で音楽を楽しむ人は, ごく少数に限られる.

手軽に自作曲を入手できるようにするための研究
として, 自動作曲や作曲支援の研究が行われている
[1], [2], [3], [4], [5], [6]. Yu は, 歌詞からメロディを生
成するための LSTMとGANを組み合わせた深層生成モデ
ルを提案した [7]. Zhang[3]は, 歌詞とメロディの調和を確
保するために音楽理論に基づく歌詞とメロディの関係を組
み込んだ手法「ReLyMe」を提案した [8].

自動作曲や作曲支援における 1つの課題が, ユーザがほ
しいメロディの特徴をシステムやモデルにどのように伝
えるかである. これに対する 1 つのアプローチに, 近年
急速に発展が続いている大規模言語モデル（LLM）の利
用が考えられる. つまり, メロディの特徴をテキストとし
て与え, LLM がそれを解釈してメロディに変換するアプ
ローチである. 実際, Yuanらは, 音楽能力を統合した LLM

「ChatMusician」を提案した [9]. ABC表記法というテキス
ト互換型音楽表現を用いて LLMの学習を行い, テキスト同
士の変換の形で音楽生成を実現した. 川口らは, ChatGPT
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のプロンプトエンジニアリングの枠組みを利用し, 対話的
な作曲作業のフレームワークのデザインに取り組んでい
る [10].

音楽には, コード進行, 音階（スケール）, 音価などに関
する様々な専門用語が存在する. 音楽家たちは, これらの
用語を正しく理解し使用することで, 他の音楽家と協調的
に作曲作業を行うことができる. そのため, LLMがこれら
の用語を正しく理解する能力を有するかどうかは, 検証す
べき重要な課題である.

本稿では, 代表的な LLMの 1つであるGPT-4を用いて,

メロディ生成における条件に主要な音楽用語を指定したと
きに, その条件を守ったメロディを生成するかどうかを検
証する. たとえば, 「ハ長調のスケールの構成音のみでメ
ロディ生成を行ってください」のようなプロンプトを与え
たときに, 実際に, 生成されたメロディがハ長調のスケール
の構成音のみで構成されているかどうかを評価する. コー
ド進行, スケールのそれぞれについて, このような実験を
行う.

2. 実験方法
2.1 実験の概要
本稿では, GPT-4に対して, メロディに関する制約を与

えてメロディを生成させるプロンプトを与えたときに, そ
の制約をどの程度守ったメロディが出力されるか検証する.

次の 3つの実験により構成する.

実験 1 コードの構成音を明示し, 当該構成音のみでメロ
ディを生成

実験 2 メロディで使うスケールを指定



実験 3 コード進行とスケールの対応関係を明示し, 使う
スケールを自動で選んでメロディを生成

各実験は, さらに条件を複数設定する. 同じ条件に対し
て 100回実験を繰り返し, 制約を守った音符数の割合を議
論する.

2.2 共通のプロンプト
本稿の実験では, コードが 1小節ごとに切り替わること,

4/4拍子であること, メロディは単旋律であることを前提
とする. また, 出力形式には ABC Music Notation を用い
る. そこで, 次のプロンプトを全実験の共通プロンプトと
して使用する.

共通プロンプト� �
あなたは音楽家です. 以下の制約に従ってメロディを作曲して
ください.

制約：コードは 1 小節で切り替わります
制約：ABC Music Notation 形式で表示してください
制約：4/4 拍子で作成してください.

制約：できたメロディ以外は絶対表示しないでください
制約：日本語を表示しないでください
制約：メロディは常に１つの音のみで構成し, 音を重ねないで
ください
制約：コード進行は絶対に表示しないでください
制約：メロディの単旋律のみを表示してください� �

2.3 【実験 1】コード構成音の指定
コード進行を指定し, 各コードの構成音を指示した上で,

そのコード構成音のみでメロディ生成を行うように指示す
る. コード進行は, Em7 - A7 - Dm7 -G7 - Cmaj7とする.

コードの構成音の指示は, 次の 3種類を試行する.

方針 1 コード構成音の音名を直接表記
方針 2 ルート音を示し, 隣り合う構成音同士の音程を
「+3」などと表記

方針 3 ルート音を示し, 各構成音のルート音からの音程
を「+3」などと表記

使用するプロンプト
コード進行そのものを指定するプロンプトは, 方針 1～4

に共通であり, 次の通りである.

コード進行を指定するプロンプト� �
制約：コード進行は Em7 - A7 - Dm7 -G7 - Cmaj7 とします
制約：コード進行は絶対に変更しないでください
制約：コードは 1 小節で切り替わります
制約：各小節, その小節のコードの構成音のみでメロディ生成
をしてください
制約：各小節, その小節のコード構成音以外は絶対に使用しな
いでください� �

各コードの構成音を指示するプロンプトのうち, 方針 1は
次のものを用いる.

コード進行を指定するプロンプト� �
制約：以下に各コードの構成音を明記します
Em7：E, G, B, D

A7:A, ˆC, E, G

Dm7：D, F, A, C

G7:G, B, D, F

Cmaj7:C, E, G, B

各小節, 明記したコードの構成音のみでメロディを生成してく
ださい� �

方針 2, 3では,「半音」という概念をGPT-4を理解する必
要がある. そこで次のプロンプトを与える.

全音・半音を教えるプロンプト� �
制約：以下に, 全音と半音についての説明を記述します
半音は鍵盤上で隣り合っている２つの音の距離のことを指し
ます
半音では 2 つの音の間に音は存在しません
半音の例）c と c, d とˆd, b と c

全音は２つの音の間に, １つ音を挟んでいる場合の距離を指し
ます
つまり全音は, 半音２つ分のの距離です
全音の例）c と d, g と a, b とˆc� �
このプロンプトののちに, 次のプロンプトを与える.

方針 2におけるコード構成音の指示� �
制約：以下に各コードの構成音について説明します
　　　　一番低い音（ルート音）を明示し, １つ前との音の差を
明示します
　　　　 Em7: E,+3,+4,+3

　　　　 A7: A,+4, +3, +3

　　　　 Dm7: D,+3, +4, +3

　　　　 G7: G,+4, +3, +3

　　　　 Cmaj7: C,+4, +3, +3

　　　　この構成音だけでメロディ生成を行ってください� �
方針 3におけるコード構成音の指示� �

制約：以下に各コードの構成音について説明します
　　　　一番低い音（ルート音）を明示し, １つ前との音の差を
明示します
　　　　 Em7: E,+3,+7,+10

　　　　 A7: A,+4, +7, +10

　　　　 Dm7: D,+3, +4, +3

　　　　 G7: G,+4, +3, +3

　　　　 Cmaj7: C,+4, +7, +10

　　　　この構成音だけでメロディ生成を行ってください� �
2.4 【実験 2】スケールの指定
スケールの構成音を指示し, その構成音のみを使ってメ

ロディを作るように指示する. 使用するスケールは次の 9

個である.

• S1：ハ長調



• S2：ハ短調
• S3：C Harmonic Minor

• S4：C Natural Minor

• S5：C Melodic Minor

• S6：C Whole Tone

• S7：C Combination of Diminished

• S8：C Major pentatonic

• S9：C Minor Pentatonic

各スケールのルート音は Cとする. 「ハ短調」は実質的に
は「Natural Minor Scale」と等しいことが予想されるが,

表記による違いを見るため, 両方を実験対象とする. 各ス
ケールの構成音は, 実験 1の方針 1～3と同じ 3つの方針で
指示する.

使用するプロンプト
スケール名の指定は, 方針 1～3にかかわらず次のプロン

プトを共通で用いる.

スケール実験で共通のプロンプト� �
制約：スケールは｛使用するスケール名｝とします
制約：スケールの構成音のみでメロディ生成を行ってください
制約：スケールの構成音以外の音は絶対に使用しないでください� �
スケールの構成音を直接指定する方針 1では, 次のプロ

ンプトを用いる.

方針 1におけるスケール構成音の指示� �
条件：ハ長調のスケール構成は以下の通りです
　　　 C, D, E, F, G, A, B

　　　このスケール構成音でメロディを生成してください� �
方針 2, 3では,実験 1と同様,半音と全音の概念をGPT-4

に理解させる必要がある. 次のプロンプトを用いる.

全音・半音を教えるプロンプト� �
制約：以下に, 全音と半音についての説明を記述します
半音は鍵盤上で隣り合っている２つの音の距離のことを指し
ます
半音では 2 つの音の間に音は存在しません
半音の例）c と c, d とˆd, b と c

全音は２つの音の間に, １つ音を挟んでいる場合の距離を指し
ます
つまり全音は, 半音２つ分のの距離です
全音の例）c と d, g と a, b とˆc� �
その上で, 各スケールの構成音について次のプロンプト

で指示する.

方針 2におけるスケール構成音指示� �
制約：以下にハ長調の構成音について説明します
一番低い音（ルート音）を明示し, １つ前との音の差を明示し
ます
　　　　（ルート音）C, +2, +2, +1, +2, +2, +2, +1

　　　　この構成音だけでメロディ生成を行ってください� �

方針 3におけるスケール構成音指示� �
制約：以下にハ長調の構成音について説明します
一番低い音（ルート音）を明示し, １つ前との音の差を明示し
ます
　　　　（ルート音）C, +2, +2, +1, +2, +2, +2, +1

　　　　この構成音だけでメロディ生成を行ってください� �
2.5 【実験 3】コード進行とスケールの関係を指示
いくつかのコード進行に対して, そのコード進行に合う

スケールを教えた上で, コード進行のみを指示したときに,

それに対応するスケールの構成音を使ったメロディを生
成するか確かめる. ここで取り上げるコード進行およびス
ケールは, 次の通りである.

• P1：C, Dm, Em, F, G → Cmaj

• P2：Am, Bm, C, Dm, Em → A Natural Minor

• P3：Am, Bm, C, Dm, E → A Harmonic Minor

• P4：Am, Bm, C, D, E → A Melodic Minor

（左：コード進行, 右：スケール名）
使用するプロンプト
次のように, コード進行とスケールの関係を指示した後,

スケールの構成音のみでメロディを作成するよう指示する.

コードスケール実験� �
制約：以下にコード進行に対するスケールの対応を評価する.

これは, コード進行が与えられた時に, キーを定めるものである.

１，（コード進行）C, Dm, Em, F, G 　（キー）Cmaj

２，（コード進行）Am, Bm, C, Dm, Em　（キー）A Natural

Minor

３，（コード進行）Am, Bm, C, Dm, E　（キー）A Harmonic

Minor

４，（コード進行）Am, Bm, C, D, E 　（キー）A Melodic

Minor

以上がコード進行とスケールの対応です.

この中で定めたキーの構成音だけでメロディを生成してくだ
さい
制約：以下に, 各スケールの構成音を示します.

Cmaj:C, D, E, F, G, A, B

A Natural Minor:C, D, E, F, G, A, B, C

A Harmonic Minor:C, D, E, F, G, A, B, C

A Melodic Minor:C, D, E, F, G, A, B, C

制約：コード進行は（指定するコード進行）とします.

制約：選択したスケールの構成音のみでメロディを生成してく
ださい� �

3. 実験結果
各実験の各条件において, メロディの生成を 100回行い,

試行ごとに与えた制約を満たす音符の割合を求めた. そ
の割合が, 100%, 90%以上 100%未満, 80%以上 90%未満,

70%以上 80%未満, 60%以上 70%未満, 50%以上 60%未満,

50%未満のものの試行数を求めた. また, エラーになる場合



表 1 実験 1（コード構成音の指定）の結果
100% 90% 80% 70% 60% 50% <50% エラー

方針１ 66 17 2 2 2 1 1 9

方針 2 20 51 9 1 0 0 0 19

方針 3 12 52 11 2 3 2 3 15

表 2 実験 2（スケール構成音の指示）「方針 1」の結果
100% 90% 80% 70% 60% 50% <50% エラー

S1 90 0 0 0 0 0 0 10

S2 88 0 0 0 0 0 0 12

S3 1 16 76 2 0 0 0 5

S4 97 1 0 0 1 0 0 1

S5 1 3 17 55 20 1 0 8

S6 83 5 0 1 1 3 1 6

S7 87 3 1 0 0 0 0 9

S8 94 2 0 0 0 0 0 4

S9 26 0 2 0 7 2 0 63

表 3 実験 2（スケール構成音の指示）「方針 2」の結果
100% 90% 80% 70% 60% 50% <50% エラー

S1 85 0 0 0 0 0 0 15

S2 50 0 1 0 0 0 1 48

S3 9 17 40 7 2 0 0 25

S4 88 0 0 0 0 0 0 12

S5 0 2 19 46 20 3 1 9

S6 0 0 0 9 15 41 17 18

S7 1 1 5 16 30 17 1 29

S8 72 11 2 0 0 0 0 15

S9 4 2 27 25 14 2 0 26

の試行数も求めた. ここでいうエラーとは, GPT-4の出力
が ABC Notationの仕様を満たさない場合などである. 以
下, 実験ごとに結果を述べる.

3.1 【実験 1】コード構成音の指示
実験 1の結果を表 1に示す. コードの構成音を直接指

示する「方針 1」では, 100回中 83回においてメロディの
90%以上の音符がコード構成音からなっていたのに対し,

ルート音およびそこからの音程というように間接的に指示
する「方針 2」「方針 3」では, 制約を満たす音符の割合が
大幅に低下した.

3.2 【実験 2】スケール構成音の指示
実験 2の結果を表 2, 表 3, 表 4に示す. スケールの構成

音を直接指示する「方針 1」では, 各スケールにおいて, メ
ロディの 89%以上の音符がコード構成音からなっていたの
に対し, 主音からの音程の形で間接的に指示する「方針 2」
「方針 3」では, 実験 1と同様に, 制約を満たす音符の割合
が大幅に低下した. また,「方針 1」の S9では, 約 3割がエ
ラーとなった.

3.3 【実験 3】コード進行とスケールの関係を指示
実験 3 の結果を表 5 に示す. 全ての実験で, 半数以上

表 4 実験 2（スケール構成音の指示）「方針 3」の結果
100% 90% 80% 70% 60% 50% <50% エラー

S1 81 0 0 0 0 0 0 19

S2 43 1 0 1 0 0 0 55

S3 9 29 36 3 2 0 0 21

S4 76 0 0 0 0 0 0 24

S5 11 11 26 23 13 2 0 24

S6 0 0 0 2 9 56 24 21

S7 2 3 13 19 28 5 0 30

S8 71 5 2 0 0 0 0 22

S9 12 5 34 24 9 3 0 13

表 5 実験 3（コード進行とスケールの関係を指示）の結果
100% 90% 80% 70% 60% 50% <50% エラー

P1 31 0 1 0 0 0 0 68

P2 0 1 1 3 6 7 29 53

P3 1 2 1 2 15 13 10 56

P4 1 1 9 13 15 4 2 55

がエラーとなった.また, 制約を満たす音符の割合として
100%を多く示したのは P1のみで, 他の実験では十分な正
答率は得られなかった.

4. 考察
ここでは, 音高に関する考察を行う. 以下に, 音高に関す

る考察結果を示す.

• 使用することのできる音高を明示した場合, 高確率で
指示に従う

• C Major Scaleの構成音以外の音の生成に弱い
• スケールは, C Major Scale と C Natural Minor Scale

の２種類しかない
• コードからスケールを決定することはできない
それぞれの考察をした理由について以下に記述する.

4.1 考察 1

音高を具体的に示す条件は, 実験 1, 実験 2の「方針 1」
が該当する. 他の条件と比べたときに, 正答率 100% が最
頻値になるものは, 具体的な音高を示した「方針 1」のみで
ある. また, 正答率 80% 以上の割合も他の実験に比べ高い
ことがわかる. 以上のことから. 具体的な音高を示した場
合には, 使うべき音高の指示に従うことができると言える.

4.2 考察 2

黒鍵部分の生成に弱いことについて考察する. 例えば, 実
験 1で扱ったコード進行は Em7 - A7 - Dm7 -G7 - Cmaj7

であるため, 2小節目に C♯を使用しなくてはならない. 一
方, 実際に生成されたメロディ（図 1）では, C♯であるべ
き箇所で Cの音を生成している.

次に, 実験 1で生成されたメロディの例を図 2, 図 3に
示す. いずれも, C Major Scaleの構成音で構成されるメロ
ディとなっており, 指示されたスケールは使われていない.



図 1 実験 1 におけるメロディ生成例

図 2 実験 2 における C Natural Minor Scale のメロディ生成例

図 3 実験 2 おける C Whole Tone Scale のメロディ生成例

図 4 実験 2 におけるハ長調のメロディ生成例

図 5 実験 2 における C Pentatonic Scale のメロディ生成例

以上から, C Major Scale以外を使ったメロディの生成は
難しいことと言える.

4.3 考察 3

ここでは, GPT-4がMajorとMinorの 2種類のスケー
ルしか使用しないことを示す.

長調に合うスケールとして Major Scale しか用いない
ことを示すため, C Pentatonic Scale の生成結果を述べる.

ハ長調の構成音でのメロディ生成を指示した場合に生成
されたメロディを図 4に示す. この条件では, 100%の正
答率でハ長調のメロディを生成した. 一方, C Pentatonic

Scaleを用いたときのメロディ生成結果を図 5に示す. C

Pentatonic Scale の校正音は C, D, E, G, A であるが, B

が使用されており, Major Scaleが使われていることがわ
かる.

短調に合うスケールとしては,プロンプトの指示に関わら
ず Natural Minor Scaleを用いてメロディを生成している
と考えられる. C Natural Minor Scale, C Harmonic Minor

Scale, C Melodic Minor Scaleを指示して生成されたメロ
ディを図 6, 図 7, 表 8に示す. 3つのメロディはすべて
C Natural Minor Scaleの構成音で構成されている. 実験
結果では, C Natural Minor Scaleでは, 正答率 100% のメ
ロディが多く生成されているのに対し, C Harmonic Minor

Scale, C Melodic Minor Scaleでは, 正答率 70% , 80% の
メロディが多く生成されていることからも, このことが示
唆される.

図 6 実験 2 における C Natural Minor Scale のメロディ生成例

図 7 実験 2 における C Harmonic Minor Scale Scale のメロディ
生成例

図 8 実験 2 における C Melodic Minor Scale のメロディ生成例

図 9 実験 3 におけるコード進行 P1 に対するメロディ生成例

図 10 実験 3 におけるコード進行 P2 に対するメロディ生成例

図 11 実験 3 におけるコード進行 P3 に対するメロディ生成例

図 12 実験 3 におけるコード進行 P4 に対するメロディ生成例

4.4 考察 4

実験 3から, コード進行とスケールの関係性を教え, コー
ド進行を指示することで適切なスケールを自動で選んでメ
ロディを生成することは, 難しいと考えられる.

コード進行が P1の場合, 正答率 100% を多く示したが,

約６割がエラーとなり, メロディを生成することはできて
なかった. 生成されたメロディの一例を表 9に示す.

コード進行が P2, P3, P4の場合で, 生成されたメロディ
の正答率に大きな差は見られない. 実際に生成されたメロ
ディの例を表 10, 表 11, 表 12に示す. いずれのメロディ
も C Major Scaleで構成されていることから, プロンプト
内の制約に従えていないことがわかる. また, 約半数がエ
ラーになっていることから, GPT-4は, コードとスケール
の関係性を理解することができないと言える.

5. まとめ
本稿では, GPT-4を用いたメロディ生成能力について,



いくつかの観点から実験した. 本実験を通して, GPT-4に
おけるメロディ生成能力が見えてきた. コードとスケール
の関係のような音楽的な知識を指示した後に, 適切な音を
選択させる実験では,指示した制約を満たすメロディを得る
ことができなかった. 特に, Major Scaleと Natural Minor

Scale以外を指示しても, Major ScaleまたはNatural Minor

Scaleによるメロディが生成される事態が頻発した. また,

すべての実験においてエラーが生じ, メロディを生成でき
ない場合が生じているのも問題点として挙げられる.

しかし, プロンプトの与え方によって, 生成されたメロ
ディには大きな差が生じる. 本稿で試した音楽理論も, プ
ロンプトの与え方次第では, よりよいメロディを生成する
ことも可能だと考えられる. また, 本稿は音高に着目した
実験を行ったが, より正確にGPT-4のメロディ生成能力を
検討するためには, 音程やリズムなどの音楽理論について
も実験をする必要がある. これらについては, 今後機会が
あれば稿を改めて報告したい.
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